
氏名 植 野 浩 三

大学院博士後期課
程担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科
目

・文化財学講読Ⅰ
・博物館概論
・
・

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

教務委員会、就職委員会、考古学研究会顧問

最終学歴

　【研究上の特記事項】
平成23年度は、前年度に引き続き日韓の窯業遺跡について調査、資料収集を行う。再
度、韓国に２回訪れて、資料調査を行った。また、全国博物館学講座協議会西日本部会
編の博物館学のテキスト作製のワーキンググループに参加し、編集・執筆した。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

古墳時代手工業生産の展開、韓国窯業史の調査、歴史（遺跡）博物館の動向

日本文化財科学会評議委員・同会計監査、兵庫県丹波市文化財審議委員

1978年３月　奈良大学文学部史学科　卒業

文学士

日本考古学、博物館学

平　成　２３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本考古学協会、日本文化財科学会、考古学研究会、日本エコミュージアム研究会、日
本ミュージアムマネージメント学会、全日本博物館学会、遺跡学会

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

・
・
・
・

授業科目

学部担当科目

・文化財博物館学講読Ⅰ
・保存科学実習Ⅰ
・考古学演習Ⅰ～Ⅳ
・文化財博物館学Ⅰ～Ⅳ
・考古学特殊講義（三）
・博物館概論



共

共

2011年11月 韓式系土器研究会

全日本博物館学会
雄山閣

2011年8月

2012年3月

第１章博物館概論　第１節博物館と
は何か　４博物館種類（p21～22）
５博物館館を支える仕組み（p23～
27）６博物館組織と博物館を支える
人々（p27～29）。　第４章博物館
資料保存論　第２節博物館資料の保
存と修復　１博物館思慮の種類と保
存方法（p150～152）２人文系資料
の保存と方法（p152～154）　第３
節博物館資料の保存と環境　５資料
の梱包と運搬方法（p169～171）
第５章博物館展示論第４節人文系と
自然系の展示　１人文系の展示
（p215～219）

全国博物館学講座協
議会西日本部会編
芙蓉書房出版

研究業績[著書、学術論文等]

①博物館学事典

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

日本の中心的な須恵器生産地で陶邑
古窯址群の成立と展開を、日本の他
の地域の成立と展開を通してこれま
での自説を紹介した。

②

②新時代の博物館学

③

④

⑤

④

ガス・クロマトグラフィー（p55～
55）

③

（学会発表）

⑤

②

⑤

①陶邑古窯址群の成立と展開

③

④



「須恵器生産の開始
と展開」と題して、
平成23年度埋蔵文化
財専門職員研修で講
義

大阪府立近飛鳥博物
館翻訳（韓国語）事
業の指導を委嘱され
る。

2012年3月

2012年2月

日本における須恵器生産の成立と展
開について、地方窯の成立に重点を
おいて、専門職員に講義した。後
に、実物資料を見学して討論会を行
う。『同研修会資料』。

同館の案内文・キャプション等の韓
国語への翻訳事業にともない、奈良
大学留学生とともに、指導を行う。

⑤

①鳥取県埋蔵文化財センター
平成23年度埋蔵文化財専門職
員研修　講師

③

（その他）

②大阪府ミュージアム活性化
事業　指導委嘱

④


